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●らくがきタイム・・・10：00～16：00 ●お楽しみタイム（平日のみ）・・・13：00～
●わくわくタイム・・・９日(金) 13：３0～

☆８月 13 日(火)・25 日(日)
・個別子育て相談（小児科医）・・・13：０0～15：00

☆8 月 18 日(日)
・手作りおやつ試食会(食生活改善推進員協議会)・・・①13：00 ②15：00

メニュー「サイダーかん」各回 50 食
☆8 月 22 日(木)

・栄養相談会（栄養士）＆子育て相談（保育士）・・・13：０0～16：０0
☆8 月 26 日(月)

・ベビーマッサージ（プレイルーム）・・・13：30～14：30
・パパママ救命救急教室（プレイルーム）・・・14：30～15：30

キッズハウス ８月スケジュール

～あそぶ ！ まなぶ ！ たべ

る ！～

お菓子カ

ーニバル 開催中

７月２０日（土）～９月１日(日)

お菓子の家であそんで ！
〈 ま な

〈 あ そ

〈 た べ

７ 月 20 日
(土)

オープニング

オープニングの後 30 人のお友だちと 10 メートルの
ロールケーキを作り、あそびに来ていた、たくさん
のお友だちと一緒に食べました。
期間中は、おやつの試食会を開催しています。

（子どものみ）

シュガー ロード
の

ことや、お砂糖の
ひみつ、お菓子の歴史について、お子
様と学んでみませんか？ お菓子が

３Dアート
記念に飛び出すお菓子の家
でお子様の写真を撮ってみま
せんか？
子どもたちと一緒に「ままごと
あそび」もどうぞ！

保育園児や小学生の子
どもたちとのテープカ
ットで始まりました。
9 月 1 日まで、毎日楽し
いイベントを企画して
います。



子どもの館
開館時間 10:00～19:00
休館日 8 月は休館日はありません。
キッズハウス(未就学児とその保護者)入場料大人 200 円・小人 50 円 (１歳未満は無料)

子どもの館では、楽しいイベントがたくさん！
ＨＰやイベントカレンダーなどでお知らせしています。
都合により、イベントの内容・休館日は変更することがあります。
詳しくはお電話でお問い合わせください。

北九州市立

スタッフコラム

「見て、見て！歯が抜けたよ！」年長さんくらいの男の子が、キッズハウスで

今抜けたばかりの乳歯を見せてくれました。パパ・ママがしっかり仕上げ磨きを

されているのでしょう、白くてかわいい歯です。

子どもの歯の仕上げ磨きは、毎日ですからとても大変だと思います。子ども

が2人・3人となれば尚更です。仕上げ磨きの目安は、およそ小学校低学年

まで。その後も、定期的な歯科医院でのチェックとフッ素塗布を続けると効果

的です。

子育てが終わる頃、虫歯のない歯は成長した子どもへの贈り物だという事、

また、頑張った自分への子育ての記念品のひとつだという事に気付か

されると思います。忘れた頃にやってくる贈り物です。

ゴールはちょっと先ですが仕上げ磨き、頑張って

くださいね。

子育てを楽しもう

「子ども達の未来を語るのは」

・今でしょう！・

厚生労働省は６月５日、昨年の合計特殊出生率（１人の女性が生涯に産むとされる子どもの数）が 1.41 だっ

たと発表しました。2011 年の 1.39 からわずか 0.02 ポイントとはいえ、上昇は 2 年ぶりで 1.4 台の回復は

1996 年以来 16 年ぶりのことです。

人口維持には合計特殊出生率 2.07 以上が必要と言われています。従ってこのままだと我が国の人口は減少す

るばかりです。平成 15 年には「少子化社会対策基本法」が制定されましたが、いまだに国の本気度が見えてき

ません。経済的な支援も全く不十分です。

一方今年 6 月 19 日、国に子どもの貧困対策を実施する責任があるとして、「子どもの貧困対策の推進に関す

る法律（子どもの貧困対策法案）」が与野党賛成のもとで成立しました。これには、我が国全体の貧困率が 16％

（2010 年）、一人親世帯にいたっては 50％以上と高いこと、また子どもの貧困率が 13.7％（2003年）、14.2％

（2006 年）そして 15.7％（2009 年）と上昇し続け、先進国の中でも特に高率であることがユニセフなどの

指摘により問題視されるようになった背景があるのです。

今回の参議院選挙でも「子ども達の未来」について語られることはほとんどありませんでした。経済優先、経

済さえ良くなれば万事がうまく行くと言う風潮がありますが、本当にそうでしょうか？

だからこそ、みんなで「子ども達の未来」について語るのは、今でしょう！

子どもの館 子育て相談医 廣澤 元彦（市立医療センター名誉院長）


